
























  キャロル（女子・12 歳）は神経質で涙もろい子でした。夏休みじゅう一緒に暮した仲よしのいとこが、家に
帰ることになりました。                                                                           
キャロル（涙ぐんで）「スージーが帰ってしまうわ。私、またひとりぼっちね」                         
母親     「ほかのお友だちができるわよ」                                                           
キャロル「寂しくなっちゃうな」                                                                   
母親     「きっとがまんできるわよ」                                                               
キャロル「ああ、ママ ･･････ 」（泣きじゃくる）                                                   
母親     「まあ ･･････   あなたは十二にもなって、そんなに泣き虫なの」                             
  キャロルは情けなさそうに母親を見て、逃げるように自分の部屋へ駆け込んで、ドアをピシャリと閉めてし





























































































































































  Ａ  模擬試験でよかった
  Ｂ  誰でも失敗することはある
  Ｃ  運が悪かっただけだ
  Ｄ  とりあえず、今日はゆっくり寝なさい
  Ｅ  本番の試験までまだ１ヶ月もある
  Ｆ  失敗は忘れて、もう一度がんばれ
  Ｇ  この失敗を教訓にして、もう一度がんばれ
  Ｈ  勉強の仕方を工夫して、がんばれ
  Ｉ  お母さんは、お前ががんばっていたのを知って
      いるよ
  Ｊ  無言（こんな時は、模試には触れない）



























けていた。そんな時、模擬テストの結果を知った母親は思わず言ってしまった。                         
母親「貴志、どうすんのや！  受験までもう１ヶ月もないんやで。こんな時に、こんな点数とってきて、いっ
      たいどこの大学に入れるっていうんや！」                                                     
貴志「うるさいなあ！  そんなこと言われんでもわかってるわ！」                                     
母親「わかってるんなら、ちゃんと勉強しなさい」                                                   
貴志「やってるやろ。毎日、予備校にも行っとるし、夜中の２時、３時まで勉強してるし。なんでそんなこと





















































































































































  息子「ぼく、ばかだよ」                                                                         
  父親「おまえがばかなものか」                                                                   
  息子「ばかだったら……」                                                                       
  父親「違う。キャンプのときに、自分がどんなに優秀だったかを思いだしてみろ。先生はおまえのことを、
        秀才だと思っているよ」                                                                   
  息子「先生の考えなんか、どうしてわかるの？」                                                   
  父親「パパにそう言ってたからさ」                                                               
  息子「へえ、そんならどうして、先生はいつもぼくのこと、ばか呼ばわりするんだろう」               
  父親「冗談で言ったのさ」                                                                       
  息子「ぼくは、とにかくパーなんだよ。わかっているよ。学校の成績見てごらんよ」                   
  父親「勉強が足りんだけだ」                                                                     
  息子「もうやったよ。それでも、だめなんだよ。脳味噌がからっぽなのさ」                           
  父親「おまえが頭がいいことは、パパが知っているよ」                                             
  息子「ぼくがばかなのは、ぼくが知っているんだよ」                                               
  父親（大声で）「おまえはばかじゃない！」                                                       
  息子「ぼくはばかです」                                                                         
  父親「ばかじゃないといったらわからんか。このばか野郎！」                                       





うパパのことばを、真に受けるほど、ぼくはばかじゃないよ」                                         


















    ①  理屈よりも人間的な関係を
    ②  事実よりも感情を重んじる
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